
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度  
小・中・高１２年間をつなぐキャリア教育充実事業 

 
 

小・中・高をつなぐ 

キャリア教育の充実に向けて  
 
 

 
 
 
 令和４年 11月、兵庫県内の小・中・高等学校の児童生徒、教員を対象に、キャリア教育に関する調査を行いました。

下のグラフは、これまでに書いた兵庫版「キャリア・パスポート」やキャリアノートの内容を学級活動で活用したこと

がある児童生徒や教員と、活用したことがない児童生徒や教員に分けた場合の結果を表したグラフです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 キャリア教育を通して育む基礎的・汎用的能力に関する他の項目などでも同様の結果が見られることから、これまで

に書いた兵庫版「キャリア・パスポート」やキャリアノートを活用することが有効であると考えられます。 

 

＜「令和４年度キャリア教育実態調査」について（令和４年 11月実施）＞ 

校種 小学校及び中学校（義務教育学校含む） 高等学校（県立高等学校） 

学校数 
小学校 40校（全市町から各１校を抽出） 

20校（全県から抽出） 
中学校 40校（全市町から各１校を抽出） 

対象学年 
小学校 第５・６学年 

第１～３学年 
中学校 第１～３学年 

対象者 
児童生徒 各学年２学級（小学校 4239人、中学校 7329人） 各学年１学級（2112人） 
教 員 学級担任（小学校 129人、中学校 279人） ホームルーム担任を中心（179人） 

 

 

（「令和４年度キャリア教育に関する地区別中高連絡会（意見交換会）」から） 

 高等学校では、中学校から引き継いだ兵庫版「キャリア・パスポート」を、次のような方法で活用することが考えら
れます。中学校では、高等学校での活用の姿をイメージして兵庫版「キャリア・パスポート」を活用しましょう。 
 

＜活用例①＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜活用例②＞ 

 

 

 

 

 

 

 
 兵庫版「キャリア・パスポート」を活用することで、自分自身の成長を、「今」という「点」で捉えるだけではな
く、過去の自分自身の成長の記録と結び付けてより広く、深く考えることができます。これらの活用例を参考に、中
学校、高等学校のつながり（接続）を意識したキャリア教育の充実を図ることが大切です。 

【中学校】 【高等学校】 
１年間を振り返って 

 
・これまでの自分自身が 
 できたこと 
・課題となっていること 
 

 
 
・自分は何に挑戦するか 
・どのような力を身に付 
 けていくか 
 

既に達成した目標や課題を踏まえた 
新たな目標が設定できる。 

 
 
・戸惑いをどのように 
 乗り越えたか 
・１週間でできたこと 
 

インターンシップ 
 
・どのように行動するか 
・活動で身に付けたい力 
 の設定 
・活動後の振り返り 
 

コミュニケーション能力、自己理解能力、
課題解決能力等の育成につながる。 

編集・発行 兵庫県教育委員会事務局義務教育課 令和５（2023）年３月 
連 絡 先 〒650－8567 神戸市中央区下山手通５－10－１ ℡078－341－7711（代） 

このリーフレットは 
上の二次元ｺｰﾄﾞから 
ダウンロードできます 

 

 

（「令和４年度キャリア教育推進状況調査結果」から） 

 小学校 中学校 

上の学年へ持ち上がっている 97.7％ 98.8％ 

次の校種へ持ち上がっている 100％ 100％ 

 

 

 

 

 

 

兵庫県教育委員会 
 

これまでに書いた兵庫版「キャリア・パスポート」を活用した学級活動の例（小学校 第５学年）を紹介します。
中学校、高等学校の先生方も、各校種の学級活動（ホームルーム活動）の参考のためにご覧ください。 

 

学校種間では全ての学校で持ち上がってい

ます。 

今後は、内容面の連携についても充実してい

くことが重要です。 

兵庫版「キャリア・パスポート」は 

「書いて終わり」でなく「書いたものを活用」しましょう！ 

兵庫版「キャリア・パスポート」の持ち上がり 

兵庫版「キャリア・パスポート」と「高校生キャリアノートモデル」の効果的な活用例 

 

 

キャリア教育に関する Webページ（兵庫県教育委員会事務局） 

義務教育課 https://www.hyogo-c.ed.jp/~gimu-bo/01career/career.html 

高校教育課 http://www.hyogo-c.ed.jp/~koko-bo/06career/sub1-06career.html 

これまでのキャリア教育関係資料（兵庫県教育委員会） 

 

＜学識経験者＞ 
  筑 波 大 学 教  授 藤田  晃之     追 手 門 学 院 大 学 教  授 三川  俊樹 
 兵 庫 教 育 文 化 研 究 所  武田  啓道 
＜学校関係者＞ 

  丹波篠山市立八上小学校 校  長 小田   環     県 立 伊 丹 高 等 学 校 校  長 愛川  弘市 
  神 戸 市 立 飛 松 中 学 校 校  長 佐々木 祐二     県 立 太 子 高 等 学 校 校  長 小田  昌史 
  稲 美 町 立 天 満 小 学 校 教  諭 上村 麻里子     朝 来 市 立 朝 来 中 学 校 教  諭 稲田  靖子 
  赤 穂 市 立 赤 穂 小 学 校 教  諭 松岡 ともみ     淡 路 市 立 一 宮 中 学 校 主幹教諭 巽  史 明 
＜教育行政関係者＞  

  伊 丹 市 教 育 委 員 会 指導主事 高木  賢一     県 立 教 育 研 修 所 指導主事 平野  雅子 

令和４年度 キャリア教育推進委員会 委員 

これまでに書いた兵庫版「キャリア・パスポート」
やキャリアノートの内容を学級活動で活用したこ
とがある児童生徒ほど、「学校で学んでいることと、
将来の職業や生き方とのつながりを考えている」と
回答しています。 
 

これまでに書いた兵庫版「キャリア・パスポート」
やキャリアノートの内容を学級活動で活用したこ
とがある教員ほど、「児童生徒はキャリア教育に関
する学習や活動を通して、自己の生き方や進路を主
体的に考えている」と回答しています。 
」 

これまでに書いた兵庫版「キャリア・パスポート」やキャリアノートを活用したことがない 

 

これまでに書いた兵庫版「キャリア・パスポート」やキャリアノートを活用したことがある 
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「学校で学んでいることと、将来の職業や生き方との 

つながりを考えている」と回答した児童生徒の割合 
「児童生徒はキャリア教育に関する学習や活動を通し

て、自己の生き方や進路を主体的に考えている」と回答

した教員の割合 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○５年生前半を振り返ったアンケー

トを実施する（児童・保護者）。 

＜指導のポイント＞ 

 ５年生としての学校生活が半分終

わったことを確認し、４月の自分自身

の様子を思い出しながらアンケート

に答えるようにする。 

 

 

○自分が立てた目標に向かって取り

組む（「１週間チャレンジ」）。 

＜指導のポイント＞ 

１週間分のチェックカードを使い、

終わりの会等を利用して、「１週間チ

ャレンジ」を振り返るようにする。 

本時の活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年間計画   学習指導案 

 

      

 

課題の把握 原因の追求、可能性への気付き      解決方法等の話合い 

 

個人目標の意思決定 

○これまでに書いた兵庫版「キ
ャリア・パスポート」を振り
返る。 

○アンケート（児童）の結果を
学習面と生活面に分けて確
認する。 

○班で話したことを参考にし
て、自分の目標を決定する。 

○「トライやる・ウィーク」で
小学校に来ていた中学生か
らのメッセージを聞く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※写真等 

 

板書写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○これまでに書いた兵庫版「キ
ャリア・パスポート」を振り
返ることで、自己理解につな
げる。 

○アンケート（児童）の結果を
活用し、「できていたこと」
や「課題」を踏 
まえて、めあて 
を提示すること 
で、自分事とな 
るようにする。 

学級活動（３）一人一人のキャリア形成と自己実現                                      授業づくりの参考資料(P13)→ 

本時のねらい 今の自分を振り返ることを通して、自分のよさや課題に気付き、自分に合っためあてを立てて実行できるようにする。 「９年間の学びをつなぐキャリア教育 実践事例集」 

これまでに書いた兵庫版「キャリア・パスポート」

を活用した学級活動の例（小学校 第５学年） 

○話合い活動で得られたこと

も参考にしながら、１週間と

いう期間を決めて実行する

ことについて考えさせる。 

○中学生のメッセージを聞く

ことで、将来の 

自分をイメージ 

させ、今後の意 

欲につなげる。 

 

 

 

 

 

 

○約１ヶ月前に「自然学校」を終えた。 

○自然学校での達成感を自信につな

げられず、具体的に自分が「できる

こと」「したいこと」などについて、

すぐに答えられる児童が少ない。 

○各教科や特別活動（学校行事等）を

通して身に付けた力を自覚し、自分

のよさや可能性を見いだしたり、自

己肯定感を高めたりするところま

でには至っていない。 

５年生前半の学習と生活につ
いての現状や課題をつかむ。 

今の自分を振り返り、「自分の
よさ」「自分にもっとできるこ
と」「なりたい自分」について
さぐる。 

 「なりたい自分」になるため
にどんなことが必要かを見付
ける。 

自分の目標を決定し、ワーク
シート（キャリアノート）に
記入する。 

 つかむ  さぐる  見付ける  決める 

班での話合いの後に 
決定した自分の目標 

 

○「１週間チャレンジ」を振り返って、

現在の自分の思いをワークシート

に書く。 

＜指導のポイント＞ 

今後も目標を立てて取り組むこと

を継続していく大切さを伝える。 

 

 

児童の実態 

事前の活動 

事後の活動① 

事後の活動② 

児
童
の
兵
庫
版
「
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・
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ー
ト
」 
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の
ワ
ー
ク
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ー
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学
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学
習
活
動 

授
業
の
様
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指
導
の
ポ
イ
ン
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ア
ン
ケ
ー
ト
（
児
童
）
結
果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○アンケート（保護者）の結果

を知ることで、自分たちだけ

では自覚しにくいよいとろ

ころや課題を意識させる。 

○「自然学校」の指導員（リー

ダー）からのメッセージを聞

くことで、体験 

活動を振り返り 

自分の成長を実 

感させる。 

○ここまでの振り返りをもと

に自分の課題に応じた目標

を考えさせる。 

○話合い活動を行うことで、他

者の考えから自分の考えを

広げ、深める中 

で、自分の考え 

を確かなものに 

させる。 

 

○アンケート（保護者）の結果
を確認する。 

○「自然学校」でお世話になっ
た指導員（リーダー）からの
メッセージを聞く。 

○具体的な個人目標を自分な
りに考える。 

○班で自分の考えを発表した
り、他者の考えを聞いたりす
る（「つながりタイム」）。 

アンケート（児童）結果 

（６分 02秒） （11分 46秒） （14分 00秒） （２分 09秒） 

中学生からのメッセージ アンケート（保護者）結果 

動画（２次元コー

ド）は、各学校に

配布しているリ

ーフレット等を

ご利用ください。 

動画（２次元コー
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動画（２次元コー
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動画（２次元コー

ド）は、各学校に

配布しているリ

ーフレット等を

ご利用ください。 


